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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和５年（２０２３年）４月３０日

　
問
　
災
害
対
策
で
、
屋
外
用
テ

ン
ト
を
活
用
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
と

防
災
を
融
合
し
た
宿
泊
体
験
型
の

訓
練
を
行
う
が
具
体
的
な
計
画
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
23
年
度
は
市
民

の
皆
様
が
避
難
用
テ
ン
ト
を
使
用

し
、
キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が
ら
宿
泊

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
問
　
保
健
所
機
能
維
持
に
向
け

た
組
織
的
な
応
援
体
制
の
内
容
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
対
策
本
部
会
議

を
開
催
す
る
な
ど
、
流
行
状
況
や

保
健
所
の
業
務
状
況
を
市
全
体
で

情
報
共
有
し
、
状
況
に
応
じ
て
職

員
の
保
健
所
へ
の
兼
務
発
令
や
応

援
な
ど
、
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

　
問
　
学
校
の
統
廃
合
で
、
避
難

施
設
が
工
事
中
に
使
え
な
い
事
や
、

廃
止
さ
れ
る
事
も
予
測
さ
れ
、
地

元
住
民
の
不
安
が
あ
る
。
対
応
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
現
在
学
校
が

　
問
　
町
田
市
が
第
二
子
、
第
三

子
も
「
産
み
育
て
た
い
ま
ち
」
と

し
て
選
ば
れ
る
た
め
の
取
組
は
。

　
市
長
　
ま
ち
だ
若
者
大
作
戦
の

実
施
や
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
さ
ら
な

る
整
備
、
高
校
生
等
を
対
象
と
し

た
医
療
費
助
成
の
実
施
な
ど
に
よ

り
、
支
援
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
　
高
齢
化
の
進
展
に
対
し
て

地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
え
る
体
制

強
化
は
ど
の
よ
う
に
。

　
榎
本
副
市
長
　
多
世
代
交
流
の

場
の
活
用
や
企
業
連
携
な
ど
で
、

気
軽
に
支
え
合
い
活
動
に
参
加
で

き
る
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
中
心
市
街
地
活
性
化
に
重

要
な
規
制
緩
和
等
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
や
交
通
網
を
ど
の
よ
う
に
。

　
赤
塚
副
市
長
　
駅
周
辺
は
、
容

積
率
の
緩
和
な
ど
を
導
入
し
、
都

市
基
盤
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
物
価
高
騰
が
続
い
て
る
が
、

２
０
２
３
年
度
当
初
予
算
編
成
に

あ
た
り
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。

　
市
長
　
市
が
輝
け
る
場
所
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
は
、
町
田
の
未

来
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
事
業
を

着
実
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
基
金
の
活
用
や
市
債

の
発
行
抑
制
に
努
め
、
健
全
な
財

政
運
営
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
　
学
童
保
育
の
統
廃
合
に
つ

い
て
、
配
置
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

考
え
は
。
特
に
子
ど
も
の
帰
宅
時

の
安
全
確
保
に
関
す
る
考
え
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
１
小
学
校
区
に

１
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
と
す
る
方
針

に
基
づ
き
、
新
た
な
学
校
づ
く
り

推
進
計
画
に
合
わ
せ
て
整
備
を
進

め
ま
す
。
統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

内
容
は
、
新
た
な
学
校
づ
く
り
基

本
計
画
に
基
づ
き
検
討
を
進
め
ま

　
問
　「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

ま
ち
だ
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
姿
勢
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
組
で

目
標
を
達
成
さ
せ
る
の
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
ま
ち
だ
未
来
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
４
０
で
は
、

み
ん
な
で
将
来
に
受
け
継
ぐ
持
続

可
能
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
掲

げ
、
温
暖
化
対
策
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
市
民
、
事
業
者

な
ど
の
理
解
や
取
組
が
必
要
で
、

連
携
、
協
働
す
る
こ
と
で
、
50
年

度
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実

質
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
芹
ヶ
谷
公
園
〝
芸
術
の

杜
〟
パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
オ

ー
プ
ン
す
る
と
、
来
園
者
は
ど
ん

な
公
園
の
過
ご
し
方
が
で
き
る
の

か
。
今
後
の
整
備
に
よ
り
ど
の
よ

　
問
　
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

整
備
イ
メ
ー
ジ
と
今
後
の
整
備
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
生
徒
数
減
少
を

見
込
み
、
必
要
十
分
で
コ
ン
パ
ク

ト
な
施
設
と
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、

丁
寧
に
手
作
り
す
る
こ
と
や
多
様

な
献
立
に
加
え
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に

対
応
し
た
専
用
食
も
調
理
、
配
送

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
防
災
協
定
の
締
結
や
地

域
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、

災
害
対
応
力
の
高
い
施
設
と
し
て

い
き
ま
す
。
今
後
の
整
備
は
、
25

年
度
ま
で
に
全
員
給
食
を
開
始
で

き
る
よ
う
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
鶴
川
駅
周
辺
の
再
整
備
に

よ
っ
て
、
駅
周
辺
は
ど
の
よ
う
に

生
ま
れ
変
わ
る
の
か
。

　
赤
塚
副
市
長
　
駅
舎
を
橋
上
化

さ
せ
、
南
北
を
つ
な
ぐ
自
由
通
路

　
問
　
光
熱
費
や
生
活
必
需
品
の

高
騰
に
苦
し
む
市
民
や
業
者
へ
の

支
援
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
市
民
支
援
は
生

活
支
援
や
救
済
措
置
の
制
度
の
中

で
対
応
し
て
い
く
考
え
で
す
。
事

業
者
支
援
は
融
資
制
度
な
ど
既
存

の
仕
組
み
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　「
ま
ち
だ
の
新
た
な
学
校

づ
く
り
」
の
学
校
統
廃
合
計
画
は
、

通
学
区
域
を
広
域
化
し
、
学
校
規

模
を
拡
大
す
る
。
行
き
届
い
た
教

育
や
安
心
安
全
な
生
活
を
保
障
で

き
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
新
た
な
教
育
環

境
整
備
、
教
員
が
教
育
活
動
に
専

念
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

取
組
で
す
。
通
学
路
の
安
全
対
策

な
ど
に
取
り
組
み
、
安
心
し
て
通

学
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
芹
ヶ
谷
公
園
〝
芸
術
の

担
っ
て
い
る
避
難
施
設
機
能
は
、

基
本
的
に
は
、
そ
の
地
域
に
お
け

る
統
合
新
設
校
や
周
辺
の
施
設
等

に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
が
、
引
き
継
ぐ
こ
と
が
難
し
い

場
合
、
学
校
跡
地
を
含
め
て
、
そ

の
地
域
に
と
っ
て
最
適
な
配
置
と

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
学
校
統
廃
合
に
伴
う
工
事

期
間
中
の
避
難
先
に
は
、
近
隣
の

避
難
施
設
に
分
散
し
て
避
難
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
問　

自
分
事
と
し
て
地
域
課
題

を
捉
え
活
動
す
る
人
を
増
や
す

「
Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｉ
」
の

開
催
の
考
え
方
は
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
熱

意
を
持
つ
方
々
が
地
域
で
存
分
に

力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

方
が
共
鳴
し
、
地
域
が
よ
り
一
層

輝
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
取
組
を
市
が
土
台

か
ら
後
押
し
し
て
い
く
思
い
を
込

め
て
、
開
催
を
決
め
ま
し
た
。

交
通
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
を
基
幹
、

路
線
バ
ス
を
支
線
と
す
る
公
共
交

通
網
の
構
築
検
討
と
、
交
通
拠
点

性
を
高
め
る
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
に
向
け
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
問
　
性
の
多
様
性
尊
重
、
障
が

い
者
差
別
解
消
な
ど
共
生
社
会
を

実
現
す
る
条
例
制
定
に
際
し
、
ど

の
よ
う
に
当
事
者
の
声
を
酌
む
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
性
の
多
様
性
の

尊
重
に
関
す
る
条
例
制
定
に
当
た

っ
て
は
、
当
事
者
懇
談
会
ほ
か
市

民
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。
（
仮

称
）
障
が
い
者
差
別
解
消
条
例
の

制
定
に
向
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
23
年
度
に
は
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
予
定
で
す
。

　
問
　
デ
ジ
タ
ル
社
会
実
現
の
た

め
の
専
門
性
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

の
構
築
は
ど
の
よ
う
に
。

　
榎
本
副
市
長
　
有
識
者
の
専
門

的
知
見
を
踏
ま
え
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
を
確
保
し
つ
つ
、
Ｄ
Ｘ

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

す
。
通
学
時
の
安
全
確
保
は
実
地

調
査
も
踏
ま
え
、
安
心
し
て
通
学

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
問
　「
町
田
市
性
の
多
様
性
の

尊
重
に
関
す
る
条
例
」
や
「
町
田

市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
」
を
創
設
す
る
こ
と
で
市
が
ど

の
よ
う
に
変
化
す
る
と
考
え
る
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
方
々
の
困
り
事
や
生
き

づ
ら
さ
の
軽
減
、
差
別
や
偏
見
の

解
消
に
加
え
、
性
の
多
様
性
に
関

す
る
社
会
的
な
理
解
の
促
進
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
問
　（
仮
称
）
国
際
工
芸
美
術

館
整
備
工
事
費
は
議
会
と
し
て
一

貫
し
て
減
額
を
求
め
て
き
た
が
、

社
会
情
勢
的
に
工
事
費
が
増
額
す

る
今
計
画
を
進
め
る
根
拠
は
。

　
赤
塚
副
市
長
　
整
備
は
将
来
に

わ
た
り
市
が
輝
き
続
け
る
た
め
に

必
要
な
投
資
で
す
。
計
画
を
大
き

く
推
し
進
め
て
い
く
今
こ
そ
、
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
考
え
て
い
ま
す
。

う
に
公
園
が
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
赤
塚
副
市
長
　
多
様
な
文
化
芸

術
活
動
や
豊
か
な
自
然
を
感
じ
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
体
験
型

の
公
園
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
問
　「
町
田
市
性
の
多
様
性
の

尊
重
に
関
す
る
条
例
」
に
お
い
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の

導
入
の
意
義
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
方
々
の
困
り
事
や
生
き

づ
ら
さ
を
軽
減
す
る
こ
と
に
加
え
、

差
別
偏
見
の
解
消
な
ど
、
当
事
者

に
寄
り
添
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
問
　「
地
域
か
が
や
き
作
戦
本

部
」
を
立
ち
上
げ
た
市
長
の
思
い

は
。
ま
た
、
今
後
の
展
開
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
地
域
が
一
層
輝

い
て
い
く
取
組
を
後
押
し
し
た
い

と
い
う
思
い
を
込
め
て
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
相
談
の
機
会
を
今
後
さ

ら
に
拡
充
し
、
一
層
輝
く
地
域
を

皆
様
と
共
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

に
直
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
町
の

交
流
拠
点
に
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
交
通
広
場
や
周
辺
道
路
な
ど

を
整
備
し
、
駅
利
用
者
の
利
便
性

や
安
全
性
を
高
め
、
周
辺
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
新
た
な
商
業
機
能
を
南
北
に

設
け
、
既
存
の
商
店
街
な
ど
へ
の

歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
え
て

い
き
ま
す
。
活
気
と
に
ぎ
わ
い
の

あ
ふ
れ
た
エ
リ
ア
に
生
ま
れ
変
わ

る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ

い
て
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
の
他
に
注
力
す
る
取
組
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
国
民
健
康
保
険

シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
、
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
方
が
利
用

す
る
学
校
徴
収
金
管
理
シ
ス
テ
ム
、

防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
導
入
し

ま
す
。
今
後
も
、
誰
も
が
豊
か
さ

を
実
感
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

杜
〟
パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想

は
、
市
民
の
理
解
や
合
意
が
得
ら

れ
て
い
な
い
が
、
整
備
費
や
管
理

運
営
費
は
い
く
ら
か
か
る
の
か
。

　
赤
塚
副
市
長
　
令
和
５
年
度
予

算
に
て
、
（
仮
称
）
国
際
工
芸
美

術
館
整
備
に
約
33
億
３
０
０
０
万

円
、
（
仮
称
）
公
園
案
内
棟
／
喫

茶
／
版
画
工
房
／
ア
ー
ト
体
験
棟

の
擁
壁
整
備
に
１
億
２
０
０
０
万

円
を
計
上
し
、
（
仮
称
）
芹
ヶ
谷

公
園
〝
芸
術
の
杜
〟
パ
ー
ク
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
整
備
運
営
事
業
委
託
料

約
１
０
３
億
４
０
０
０
万
円
を
23

年
度
か
ら
38
年
度
の
債
務
負
担
行

為
事
業
と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
図
書
館
な
ど
、
公
共
施
設

再
編
は
、
市
民
や
地
域
と
の
十
分

な
合
意
形
成
が
図
ら
れ
、
声
を
活

か
し
た
計
画
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
意
見
交
換
を
重
ね
検
討
し
て

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
話
合
い
を

重
ね
、
再
編
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

無

所

属

　
　
　
　
　
松
岡
み
ゆ
き

公

明

党

　
　
　
お
ん
じ
ょ
う
由
久

ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ

東
　
友
美

自

由

民

主

党
�

佐
藤
伸
一
郎

選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会

　
　
　
　
　
　
木
目
田
英
男

日

本

共

産

党

細
野
龍
子

本会議の代表質疑から本会議の代表質疑から
　 本定例会では、条例・その他の議案、予算、施政方針につい
て各会派の代表質疑を行いました。代表質疑及び個人質疑は一
括して各会派の持ち時間内で行い、大会派順に発言をします。
　持ち時間は各会派の人数等によって決まり、各会派の持ち時
間及び発言順序は以下のとおりです。

まちだ市民クラブ� ７０分
公明党� ５５分
自由民主党� ５０分
選ばれる町田をつくる会� ５０分
日本共産党� ４５分
無所属� ４０分

市議会ホームページをご覧ください。市議会ホームページをご覧ください。
https://www.gikai-machida.jp/https://www.gikai-machida.jp/

　町田市議会のホームページを開設しています。
　会議録の検索、議会の会期日程や議案の審議結果等の最新情報、
議員の紹介、過去の市議会だより
などを掲載しています。
　また、本会議、常任委員会や特
別委員会のライブ中継、録画配信
もインターネットで行っています。
スマートフォンやタブレット端末
でもご覧いただけます。


